
エタリラ 670（江川剛史）特別セミナー

・スタンフォード大学教授から学んだ、自分を変える方法

・江川剛史の特別セミナー 自分自身を変えていくことは、 非常に重要だ。

私も心理カウンセラーとして、 活動していた頃、

相談者に、 全く変化の無い人生を生きている人もいた。

いつまで経っても、 同じ悩みを持ち、

同じ苦しみを生きて、

何も学ばず、 何も変えようとしない。

そういう人がいた。

もし、 貴方が、そんな人と同じなら、 注意したほうが良い。

何もしなければ、何も変わらない。

何かを変えようとしなければ、変わらない。

学ばなければ、 成長も無いのだ。

私も、 小学校、中学校、大学と、学んできた。

大学では、パソコンが自由に使えたため、

本格的に、 パソコンに触れるようになった。

結果、情報収集力が、 異常に高まった。

その頃は、 中学校英語教員を目指していたが、

教員採用試験に関する個人ページなどを見て、

初めて心理学を本格的に学ぶことになる。

私の初めて学んだ心理学は、 教育心理学だった。

この教育心理学の知識は、 今も、何かを教えるときに、 役立っている。

その他、 大学では、

英米文学科だったので、

聖書についても学んだ。

それまでは、 キリスト教に興味も無く、

むしろ何も知らないから、 偏見すら持っていた。

しかし、実際に聖書を読んでみると、

結構、重要な思想を学ぶことが出来る。

例えば、 敵を愛せ。

この敵をも愛する思想は、

私の中では、 大きな革命となった。

自分自身で得てきた思想に、 さらに確証を与えてくれた感じだった。

その他、 私は、大学生時代から、

いち早く、メルマガというものを知り、

私は、メルマガを、 毎日 100 通以上読んだ。

残念ながら、 その時既に、

川島和正さんもメルマガをしていたが、

なんか広告ばかりの長いメルマガだな。

そう感じて、 解除した覚えがある。

その時に、 ネットビジネスに出会っていたら、 私は、違う人生を歩んでいたかもしれないが、

その時は、 私はネットビジネスに出会わなかった。



私はメルマガで、大量に学んだ。

大学の通学時間に、 電車の中で読んだのだ。

英単語や英文が送られてくるメルマガで、 英語を学んだり、

名言が送られてくるメルマガで、 思想を学んだり、

芸能ニュースや、 社会ニュースなども、

メルマガで情報収集したし、

本当に、 私は、メルマガで変わった。

そして一時期は、 名言に嵌って、

偉人の名言をひたすら吸収した。

特に、ソクラテスの言葉である、

『無知を知れ。』

この言葉は、 私に、非常に、 影響を与え、

ひたすら、 知識や情報を集めて、

自分を変化させた。

そうして変化を重ねた私は、 究極すら求めた。

究極とは何か。

そんなことも考えたのだ。

結果、世界に不適合を起こし、

私は、心を病んだのだが、

本当に、私は、

大学入学から始まって、

大きく変化した。

そして紆余曲折があり、

自分以外の人の生活を知りたい。

そう思ったことから、 日記メルマガを読んだ。

中学生の日記メルマガ。 大学生の日記メルマガ。 OL の日記メルマガ。

ひたすら、他人の人生を読んだ。

結果、

どれだけ自分は生き急いでいたかが分かった。

私は、それまで、 ラストスパートを繰り返す。 そんな思想で生きていたからだ。

でも、 もっと、気楽に生きて良いと、

分かった私は、

自分の幸せのために、

ネットビジネスを始めたのだ。

そうして、リセールライトや、

有料メールカウンセリングなどをして、

そして、 川島和正さんが、

アフィリエイトで年収 1億円稼いでいると聞き、

アフィリエイトは稼げる、 可能性のあるビジネスだと気付き、

私は、アフィリエイトを本格的に始めた。

そして、日記メルマガをすべて解除し、

今度は、アフィリエイターのメルマガを、

片っ端から読者登録して読んだ。



そうして、情報商材なども買い、

毎日、実践し、

そうして稼げるようになったのだ。

私は、転職も何度もしたし、

本当に、 目まぐるしく、変化したと思う。

でも、 その時、その時に見えた景色がある。

そして、 私は、変化をやめない。

これからも学び続けて、 変化するのだ。

貴方も、振り返ってみて、

どれくらい変化してきただろう。

ターニングポイントもあっただろう。

今の自分に繋がる種もあっただろう。

すべては、変化してきたから、

望む未来へ繋がってきたのだ。

望む未来があるなら、 それを実現するために、

行動することだ。

もがき続けることだ。

私も、更なる成功のために、 貢献のために生きる。

変化をやめる＝死だ。

私は、永遠に変化をやめない。

これからも、 永遠に学び、

成長し続けるのだ。

・偉大な経営者から学んだ、ビジネスにおいて大事なこと

・江川剛史の特別セミナー 正しい生き方を求めることは、 非常に大事なことだ。

私も高校生の時、 尾崎豊のライブアルバムである、 MISSING BOY に収録してある、 『僕が僕で

あるために』

この曲を何度も聴いた。

僕が僕であるために、 勝ち続けなきゃならない。

正しいものは何なのか。 それがこの胸に解るまで。

この尾崎豊の歌詞を何度も聴いて、

正しく生きよう、

正しく生きようと、 自分を奮い立たせていた頃がある。

全てにおいて、 正しさというのは、 非常に重要だ。

人生という意味でも、 犯罪行為を行ったら、

逮捕される。

そして、 今のネット世界なら、

それがニュースにでも流れたら、 一気に広まる。

そうして、 貴方のブランディングが傷ついてしまうのだ。

そして、 ビジネスにおいても、 正しさは非常に重要だ。

私も、高額コンサルに申し込んだが、 募集のセールスレターと、

サービス内容が全然違くて、

酷い目にあったこともある。



でも、

この経験から、 セールスレターというものは、 『真実性』というものが、

非常に重要だと分かったし、

購入者に、不満を感じさせるような、 サービスは行わない。

こういうマインドも持つことが出来た。

そして、 こういう酷い目にあった経験も、

誰かに教えることが出来る。

そうして、

詐欺サービスはしない。

詐欺商品は売らない。

そう思う人が増える。

こういう良い効果もあるのだ。

私も、今だから強く思う。

ビジネスにおいて、正しさは、 非常に重要だと。

ビジネスは、 人を救うこともできるが、 殺すことも出来る。

そういう面を、 ぜひ、貴方も知って欲しい。

解除 URL の無いメルマガを送ったり、 セールスレターに嘘を書いたり、

絶対にしないで欲しい。

正しいビジネスをすること。

自分自身の人格を磨くこと。

それは、絶対に、 貴方にとってプラスなことだ。

ぜひ、稼いだら、 人格を磨こうとかではなく、

今から人格を磨こう。

それが、結果的に、 ビジネスの成功への道なのだ。

・学びをお金に変えるマインド・ノウハウ 41

・江川剛史の特別セミナー 私も、今まで、様々なことを学んできた。

小学校、中学校、高校、大学と、 学校でも学んできたし、

英会話教室や塾にも通った。

中学校時代には、 海外派遣生に選ばれ、

シンガポールとマレーシアへ行った。

海外の学校と交流したり、 ホームステイしたり、 非常にいい刺激になった。

大学生時代には、 カナダのバンクーバーや、

アメリカのニューヨークや、ワシントン D.Cへ行った。

私はその頃、 英語教師を目指していたから、

英語教師としての視点で学んだが、

世界に影響を与えた、 ジョンレノンのゆかりの場所へ行ったり、

キング牧師が、 「I have a dream.」と演説した、

リンカーン記念堂では、

キング牧師と、同じ場所から、 景色を見渡した。

国連本部にも、ホワイトハウスへも行った。

国際貿易センター跡地にも行ったし、

ニューヨークにある、吉野家で食事をしたり、 マクドナルドやセブンイレブンへ行ったりした。



こういう何でもない経験が、 世界視点を磨く良い経験になった。

さらに、大学卒業後、 心理カウンセラーとして、活動した私は、

臨床心理学、応用心理学、基礎心理学など、 様々な心理学の分野を、勉強した。

時には、500 ページ以上のカウンセリング辞典を、 最初から最後まで読破したり、

筑波大学大学院教授、 早稲田大学大学院教授、 上智大学大学院教授、 明治大学大学院教授

など、

幅広い大学教授から、 直接的に、心理学やカウンセリングを学んだ。

そして米国NLP協会の講座で、 NLPプラクティショナーにも認定された。

米国催眠療法協会会長から、 催眠技術を学び、

米国催眠療法協会や、 国際催眠連盟、 国際セラピートレーニング協会などから、

催眠療法士と認定されたりもした。

産業カウンセラー養成講座では、 カウンセリングの実践練習も、

何度も行ったし、 すべての経験が今に生かされている。

事実、私は、催眠技術を学んだお陰で、

セミナーにおいても、 ライティングにおいても、

催眠技術を駆使した、 発信が出来ている。

催眠は、ビジネスには、 異常なまでに効果がある代物なのだ。

さらに、ネットビジネスにおいては、 大量の情報商材を買って来た。

メルマガも、毎日 100 通読んだし、

情報レベルでは、 かなり自分は得ているほうだと思う。

だからこそ、 情報で稼ぐことも出来る。

情報基礎力があるのだ。

そうして、情報をお金に変える。

そして、情報力で稼ぐのだ。

私も、かなりのことを学んできたが、

それでも、全然駄目だ。

まだまだまだまだ知識も技術も無い。

私は、生涯学んで行こうと思っている。

生涯学んで、 そして社会に貢献する。

それが私の大事な生きる目的の一つだ。

私の書棚にも、 たくさん本がある。

心理学、哲学、宗教、ビジネス、自己啓発。

様々あるが、 そこに置いてある意味がある。

ふと、そこにあれば、手にとって、 見る時が来るからだ。

だから、私は、 読むための本がたくさんある。

そして、情報発信するために、 学ぶ本がたくさんある。

私は、情報発信で稼ぐ。

勉強をして、 自分を高めて、

そして教えることで、 価値を与える。

教えることで、 人を変える。

教えることで、 世界を変える。

そういうことをしていきたい。



私は、世界を変える。

世界に貢献する。

貴方は、どうするか。

ぜひ、考えてみて欲しい。

・心理学者から学んだセルフブランディング術 43

・江川剛史の特別セミナー セルフブランディングというものは、 非常に重要だ。

私も、過去に、 悩み苦しんでいる人の相談活動をしていた時、

「貴方は、カウンセラー資格を持っていないのですか。」

そう指摘されたことがあった。

それをきっかけに、 私は心理学や、カウンセリングの学習を、 さらに深く、行うようになった。

米国催眠療法協会や、 米国NLP協会、国際催眠連盟、 国際セラピートレーニング協会など、

海外の団体から認定証を頂いたり、

日本においては、 産業カウンセラー養成講座に参加したり、

筑波大学大学院教授、 上智大学大学院教授、 早稲田大学大学院教授、 明治大学大学院教授、

等々、

様々な教授から、 直接指導を受けたりもした。

こうした、資格取得や経験でも、 ブランディングになり、

それが自分自身の信用になる。

結果、私を信じて、 相談をしてくる人は、

後を絶たなかった。

こうやって自分はブランディングできる。

ブランディングは、情報によって行えるのだ。

資格もそう。 稼いだ金額でもそう。アクセス数でもそうだ。

私自身も、 アフィリエイターのメルマガを読む場合、

どれくらい稼いでいるか、

どんなブログを運営しているかで、 判断したりする。

自分自身を上手く魅せれていないと、 結果、稼げない。

ファンも出来ない。

機会損失だ。

だからこそ、 自己ブランディングすること。

自分を大物に見せることだ。

そのためには、 インフォトップで情報販売するのも良い。

アフィリエイターに紹介され、 一気に知名度が上がる。

音声セミナーを作るのも良い。

再配布特典を作って、 自分の教材を再配布で広めても良い。

セミナー講師をしても良い。

本を出版しても良い。

ぜひ、自分自身のブランディングを高めよう。

そうすれば、貴方は、 更なる成功を手にするだろう。

・日本のネットビジネスを創った男から学んだ、マーケティング 64
・江川剛史の特別セミナー ビジネスは、世界を変えることも出来る偉大なツールだ。



現在は、ネットがあるから、

様々な情報を発信することが出来る。

気軽に、自分の考えを発信出来るし、

何かを教えることも出来る。

だから私も、 大学生時代の頃から、

『教育で世界を変える。』

つまり、

自分のビジネスで世界を変えることを意識してきた。

ホームページも 10年以上運営したし、

アメブロもしたり、

Twitter もしたし、

Facebook もしたし、

メルマガも現在のメルマガになるまでに、

いくつものメルマガを作ってきた。

私は、 米国催眠療法協会や、 米国NLP協会、 国際催眠連盟などで、

催眠技術を学んだから、

催眠的暗示を駆使した文章で、

人に影響を与えることをして来た。

感謝されたこともあるし、 人の人生を変えたこともあった。

個人でも世界は、変えることが出来る。

さらに、ビジネスというツールを使えば、 さらに、世界を変えることが出来る。

私は世界を変えるために、 ブログやホームページなどの媒体を使うし、

電子書籍も出版するし、

再配布権を付けて広めたり、

広告を使って広めたりもする。

今は、影響力で世界を変えることが出来るのだ。

ぜひ、貴方も世界を変えることをして欲しい。

社会貢献をして欲しい。

そして、ぜひ、自分が死ぬ時には、

貴方の知的遺産を残して欲しい。

私も、いつ死ぬかは分からないが、

死期が迫った時には、

それなりに自分のアーカイブを残そうと思う。

無料ホームページやブログなら、 消されるまでは残るし、

管理を誰かに頼んでも良い。

本を出版すれば、 死後も貴方の教えが残るだろう。

ぜひ、貴方の知的財産を継承して欲しい。

貴方の死後も世界は存続する。

私も、一時期は、 自分の死後の世界を考えるのは、 やめようと思ったときもあったが、

再び考えていこうと考えている。

私達は、死後の世界のためにも生きるのだ。


